
 

 

 

 
 

 

 

  

 

引き続き、氾濫を軽減する対策に取り組んでいきます。詳細は HP で確認できます↓ 

 

令和５年９月に台風１３号の影響で発生した線状降水帯に伴う豪雨により甚大な被害を受けた新川・

宮川の効果的な浸水対策の検討を行うため、学識経験者等を委員とした「新川・宮川浸水対策検討会」

を令和５年１２月に立ち上げました。 

令和６年６月５日に第４回検討会を開催し、対策の方針をとりまとめました。 

新川・宮川の浸水対策 
福島県いわき建設事務所 

令和６年６月号 
Vol.２ 

１ 地域の 

新川・宮川浸水対策検討会の結果について、お知らせします。 みなさまへ 

２ 対策の取組 今後、「１.応急・緊急対策」、「２．氾濫防止対策」、「３．被害軽減対策」の３本柱に 
基づき、対応していきます。 今回は、「２．氾濫防止対策」の外水対策（河川改修）の概要について、 
お知らせします。 

フラキビタン 

お問合せ 
福島県いわき建設事務所 

ホームページアドレス
事業部河川砂防課改良復旧計画係 電話：0246-35-6045

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41380a/

ベコ太郎 

新川・宮川のＨＰ 

 

 

 

R5.9 月浸水実績範囲 
（JR 常磐線西側） 

改修予定区間 

凡 例 

※河床掘削等・・・今の川幅内で河床を 
掘り下げ流下断面を拡大します。 

河床掘削 

護岸 護岸 

護岸 護岸 

併せて護岸を再整備します。 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41380a/

